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AI×データ基盤で実現する
マーケティングの進化

JTBと開発した「 AIレポーター」

共創プロジェクトの軌跡
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01. スピーカー紹介
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斉藤 翔吾
株式会社KIYONO
データエンジニアユニット

ユニット長
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大澤 央樹

株式会社JTB
エリアソリューション事業部観

光DXチーム  開発推進部長
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JTBグループの事業戦略
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観光DXの必要性

国の政策 旅行者視点 観光事業者・観光地視点

・デジタル庁発足

・デジタル田園都市国家構想

・観光庁によるDX推進政策

・インバウンド対策

・スマホ1つで便利に快適に旅行したい

・入場窓口で、行列に並びたくない

・時間を有効に、効率的に使いたい

・キャッシュレス、ポイント付与

・情報はデジタル（SNS）で取得

・業務の効率化、人手不足解消

・データの活用による消費拡大、
周遊促進、リピーター増加

・オーバーツーリズム対策

・観光客の情報収集方や、
観光行動の変化への対応

DX化は、あくまでも「観光地の価値創造・向上、課題解決」のための手段

旅行者の利便性向上

周遊促進・消費拡大

観光地の課題解決・価値向上

観光地経営の高度化

観光事業者、観光地の

生産性向上
デジタル人材の育成、活用
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地域の経営高度化に資する、デジタルソリューション

8

観光DX事業　地域DXソリューションについて

・スキルアップNeXt社と共同開発
・観光事業者が抱える課題解決に焦点を当て、ワークショップや

ディスカッションを実際の業務に活用できるよう構成。

観光DX事業　観光DX人材育成プログラム 地域共創基盤

・データの蓄積と分析が可能な、

マーケティング施策を支援するプラットフォーム

・地域のファンづくりのためのCRM基盤
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02. AIレポーター共同開発の経緯
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AIレポーター共同開発の経緯

”DMP構築をしたものの活用が進まない ”

”データ分析が難しい ”

”AIによる考察と人間の分析を併用したい ”

開発のきっかけとなったニーズや課題

BIレポートにAIからの示唆出しを組み込むことで、

能動アクションをせずとも「誰でも簡単に示唆がわかる BI」 

を目指した。
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03. AIレポーターの概要
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ダッシュボード✖ Gemini = “すぐわかる”
レポートを通じて、AIのデータの解釈結果や⽰唆出しを提供することができます

AIレポーターとは？

データの解釈 ネクストアクション提供
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04. AIレポーターneo の展望
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AIレポーターneoへの発展

会話するだけで、
データからインサイトを

自然言語で分析を指示

多様なデータソースに接続

観光庁等のオープンデータが使える
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05. KIYONOソリューションの広がり



広告領域 CRM領域

分析領域

Data Note

Tech Marketer 
Helper

AIチャットフォーム
For BtoB

その他領域

資料検索くん

AIレポーター  with JTB
AIレポーター  neo with JTB

Google Cloud × KIYONOソリューション



ご清聴ありがとうございました。
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